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紹

介今
井
源
衛
編

『
祐
倫

光
源
氏

一
部
歌
』

古

賀

典

子

本
書
は
、
長
崎
県
島
原
市

に
あ
る
松
平
文
庫
所
蔵

の

『
光
源
氏

一
部
歌
』
十

冊
の
翻
刻

・
紹
介
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
本
文

編
」
は
、

「
松
平
文
庫
本

『
光
源
氏

一
部
認
』
翻
刻
」

(上
)

(中
)

(
下
)
と
し

て
、
九
州
大
学
文
学
部
紀
要

『
文
学
研

究
』

に
、
昭
和
三
十

八

.

四
十
二

・
四
十

五
年
の
三
回
に
分
け

て
、
今
「
井
氏
自
身

に
よ

っ
て
既

に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
中
世
源
氏
物
語
梗
概
本
研

究
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、

そ
の
資
料
的

価
値

が
益

々
認
識
さ
れ

て
き

た
の
で
、
研
究
者

の
便

に
供
す
る
た

め

に
、
今

回
新

た
に

「
解
題

・
索
引
編
」
を
加
え
て
、「
源
氏
物
語
古
注
集

成
」

シ
リ
ー
ズ
の

一
冊
と
し
て
桜
楓
社

か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
光
源
氏

一
部
歌
』
は
、
第
十
冊
巻
末

の
奥
書

に
よ

っ
て
、
享
徳

二
年

二

四
五
三
)

に
祐
倫
な
る
人
物

に
よ

っ
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
松
平
文
庫

所
蔵
本
は
、
天
正
十

四
年

二

五
八
六
)

に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が

明
ら
か
で
あ

る

(
「
解
題
」

一
、
書
誌
)
。
そ
の
書
名
は
、
表
紙
外

題
に
よ
る

命
名

で
、
内

題
に
は

「
源
氏

一
部
之
歌
」
と
あ
る
由

で
あ
る
が
、
松
平
文
庫
本

と
同
本

の
出
現
は
未

だ
聞
か
れ
な
い
。

内
容

の
主
旨
は
源
氏
物
語

の
梗
概
を

記
す

こ
と
で
あ
り
、
加
え

て
、
引
歌

.

難

語
注

・
有
職
故
実

に
わ
た
る
附
注
、
更

に
、
連
歌
の
付
合

に
関
す
る
数
多
い

指
摘
も

な
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
松
平
文
庫
本

『
光
源
氏

一
部
歌
』
は
、

『
文
学
研
究
』

の
翻
刻
掲
載
か

ら
余
り
時
を
お
か
ず
し
て
刊
行

さ
れ
た
稲
賀
敬

二
氏

の

『
源
氏
物
語
の
研
究
』

(
42
年

9
月

・
笠
間
書
院
)

で
と
り
あ
げ
ら
れ
、
著
者
祐
倫

の
人
物
考
証
や
、

中
世
源
氏
物
語
梗
概
書

の
中

で
の
位
置
付
け
な
ど
に
関
し

て
、
詳
し
く
論

じ
ら

れ

て
い
る
。

本
書

の
編
者
今
井
氏
は
、
『
光
源
氏

一
部
歌
』

の

一
、
書
誌
、

二
、
物
語
本

文

の
性
格
、
三
、

「
水
原
」
と
本
書
、
四
、
勘
注

に
つ
い
て
、

五
、

一
類
本
大
鏡

の
勘
注

と
の
比
較
、
六
、
付
合

・
口
伝
・
引
歌
な
ど
、

の

「
解
題
」
項

目
全
般

に

亘

っ
て
、
源
氏
物
語
諸
本

・
梗
概
本
諸
本
と

の
実

に
綿
密
詳
細

な
比
較
検
討
を

行
な
わ
れ
、

『
光
源
氏

一
部

歌
』

の
資
料
と
し

て
の
位
置
付
け
を
さ
れ
る
。

そ

の
結
果
と
し
て
、
稲
賀
氏

の
、
源
氏
大
鏡

一
類
本
祐
倫
作
説
を
否
定
さ
れ
て
、

『
光
源
氏

一
部
歌
』
十
冊
本

に
後

人
の
手
が
加
わ

っ
て
縮
約

さ
れ
た
本

だ
と

さ
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れ
る
。
即
ち
、
祐
倫
は
文
安
六
年

に

『
水
原
』

(
山
頂
湖
面
抄
)
を
作
り
、
数

年
後
、
当
時
流
布
の
別
本
系
源
氏
物
語

に
拠

っ
て
梗
概
本
十
冊
を
作
り
、
勘
注

を
加

え
た
。
そ
れ

に
後
人

が
追
注
を
加
え
、
祐
倫

の
注

に
対
す
る
批
判
な
ど
を

か
き
加
え
た
の
が
松
平
文
庫
本

『
光
源
氏

一
部
歌
』

の
原
本

で
あ
り
、

一
方
、

祐
倫
本
を
後
人
が
縮
約
改
変
し

た
三
冊
本
が
、
源
氏
大
鏡

一
類
本

で
あ
る
、
と

そ
の
成
立

の
過
程
を
推
論

さ
れ
る
。

又
、
本
書

は

一
応
別
本
系
で
は
あ
る
も

の
の
、
そ
の
多
数

の
独
自
異
文
は
、

中
世
鎌
倉
ー
南
北
朝
期

に
お
け

る
本
文
伝
承

の

一
様
相
を
示
す
も
の
で
、
源
氏

物
語
享
受
史
の
上

に
も
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
、
と
言
わ
れ
て
、
中

世

の

一
梗
概
書
を
源
氏
物
語
享
受
史

の
視
界
に
引
き
出
し

て
見
せ
ら
れ
る
。

最
近
で
は
伊
井
春
樹
氏

が
、

『
源
氏
物

語
注
釈
史
の
研

究
』

(
55
年
11
月

・

桜
楓
社
)

の
中

で
、

随
所

に

『光

源
氏

一
部
歌
』

に

つ
い
て

言
及
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
注
釈
史
上

の
価
値
が
さ
ら
に
具
体
的

に
理
解

で
き
る
よ
う
に
な

っ
た

が
、
本
書

の
資
料
的
価
値

に
つ
い
て
今
井
氏
が
、

「
解
題
」

の
最
後
近
く
で
、

「
本
書

の
価
置
は
、
要
す
る
に
、
青
表
紙

・
河
内
本

に
よ

っ
て
規
格

化
さ
れ
な

い
段
階

の
源
氏
物
語
本
文

の

一
様
相
を
如
実

に
示
す
別
本
資

料
と
し

て
、
重
要

な
位
置

を
占
め
る
も

の
で
あ

る
。
」
と
指
摘
さ
れ

て
い
る

の
は
正
鵠
を
射

て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
巻
名

・
人
物
呼
称

に
つ
い
て
の

問
題
、

訓
読

資
料

と
し

て
の

価

値
、
故
事

・
諺
引
用
に

つ
い
て
、

な
ど

様

々
な

面
か
ら
の

言
及
も
さ
れ
て
い

る
。「

索
引
編
」
で
は
、

「
源
氏
物
語
和
歌
初
句
索
引
」

「
引
歌

・
引
詩
索
引
」

「
事
項
索
引
」
が
付
さ
れ
て
い
て
便
利
で
あ

る
。

れ
る

こ
と
の

一
部
を
紹
介

し
た
が
、
む
し
ろ
、
自

ら
も
夙

に

「
源
氏
読

み
」
と

し
て
大
家

で
あ
ら
れ
る
氏

が
、
敢
え
て
聯
か
も
自
論
を
加
味
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

三
百

五
十
頁
余
の
大
著

の
全

て
を
、
中
世

の

「
源
氏
読
み
」
比
丘
尼
祐
倫

に
捧

げ
ら
れ

て
い
る
こ
と

に
こ
そ
、
学
究

と
し

て
の
氏
の
意
図
を
見
る

べ
き
で
あ

ろ

う
。

つ
ま
り
、

翻
刻
し

て

読
み
易

く
し

て

い
た
だ
い
た

『
光
源
氏

}
部

歌
』

「
本
文
編
」
を
読
む
の
が
我

々
の
な
す

べ
き

こ
と
、
な
の
で
あ
る
。

(
昭
和
五
十

四
年
十

一
月
二
十

日
刊

A
5
判

三
五
五

ペ
ー

ジ

八
○
○

○
円

桜
楓
社

)
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以
上
、
編
者
今
「
井
氏

が
、

「
解
題
」
や

「
あ
と
が
き
」

の
中

で
述

べ
て
お
ら


